東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成29年3月18日(土)　　　　　　　　　　　　司会：松村　裕美　記録：田口　毅彦

	高橋
	前田
	松村
	天間
	澁谷
	畑中
	西村
	上野
	織田
	佐々木（志）
	成田

	準
	年
	○
	休
	深
	休
	深
	休
	休
	準
	○

	鳥谷部
	下野
	中野
	工藤
	加藤
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村
	吉田

	○
	○
	休
	○
	○
	○
	休
	休
	準
	○
	深

	佐々木

（孝）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・第5回　看護グループ内研修【中級者対象】を下記の日程で開催します。 
　　日時：3月22日(水)　17:15～ 
　　場所：2階会議室 
　テーマ：リーダーシップとは
　　講師：天間Ns
・第9回院内研修の開催場所と時間が変更となっている為、各自確認して参加。
日時：平成29年3月20日(月)　27日（月）　17:15～
場所：20日　病院集会室
　　　27日　メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ：「行動制限の実施について(実技形式)」
講師：高橋　則行SGM

＜患者様連絡事項＞

・附田　カチ様～点滴23日分まで処方受けている。3/23　セット3・BNPの採血指示あり。

・新町　徳雄様～嚥下状態不良により食事摂取量の低下あり尿量減少している為、馬渡Drへ報告し23日まで点滴処方、食事変更（ハーフ食・エプリッチ1本/日）となっている。

・嶋守　京子様～排便-5日。馬渡Dr報告しセンナリド2T　1×夕　1日分処方となっている。

＜要注目患者様＞

・高橋　ミツ様～自排尿あるが尿量少なく腹部膨満みられる為、16：00馬渡Dr指示にて、導尿施行。900ml流出あり。

・附田　カチ様～バイタル異常ないが痰絡み見られている。酸素飽和濃度は6：00時点で酸素3Lにて98％あり、6：10酸素止め。以後91％維持している。本日は覚醒状態良く話し掛けに疎通良好。介入への拒否見られている。服薬は寒天にて服用しているが嚥下不良あり。点滴はトラブルなく実施している。

・藤井　孝蔵様～今朝体温37.6℃。不調の訴えなく過ごしていたが、昼食後悪寒旋律有り体温38.2℃。酸素飽和濃度の低下なく、「寒気以外は大丈夫」と話す。

15：00には悪寒消失しクーリングにて対応している。

・高橋　セン様～朝食は介助にて主食2/3、副食1/2摂取。昼食は数口のみ摂取で残食みられる。小声での独語断続的に聞かれている。

・犾守　裕太様～食事や服薬の拒否はない。自室で臥床して過ごすこと多く、臥床時には靴を脱いで過ごす。入浴の声掛けに妄想発言をし、強い拒否あるが再三の促しにて入浴する。

・嶋守　京子様～昨日の忠直後は妄想発言聞かれ、昼食後薬吐薬見られていたが、以後服薬の拒否なし。昨日の状態について「昨日は反抗してすみませんでした」と話され、本日妄想発言は聞かれない。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。本日より午前、午後の開放観察時間が２時間ずつとなっている。開放中の問題行為はない。過度なスタッフコールや妄想に関する発言はない。精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を図れるよう介入していく。

・池野　功一様～身体拘束中。他患者様の名前を挙げて「襲ってくる」と妄想発言聞かれて大声をあげているが、介入への拒否はない。点滴トラブルなく刺入部を庇いながら過ごされている。引き続き、精神症状の観察を行い、日常生活への援助を行っていく。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～躁鬱の気分症状や意識の解離を疑わせる言動もないと思われる。本人は離婚に関して慰謝料を要求する構えでいる為、裁判所での調停が必要になると思われる。引き続き、精神症状の変化に注意し、観察行っていく。

・高橋　伸治様～残遺状態として小声での独語聞かれているが、拒絶的な態度はみられない。情動面の不穏なく過ごしている。4月から障害年金が給付される見込み。

・坂本　恵様～幻聴体験については残存。幻視の訴え聞かれるが左右された行動はない。本日、弟様が来院し今後について面談実施。現在の病状について説明し、措置解除を行う事で弟様も同意。措置解除後はみちのく記念病院への転院希望あり、先方の病院へ連絡し調整次第弟様へ連絡を入れる事を説明している。

・三浦　久司様～精神症状の目立った変化はなく過ごしている。部屋内の乱雑さが見られ、指導、介入を要している。引き続き、精神症状の観察を行い、確実な服薬ができるよう管理し、病識確立できるよう対応していく。

・藤井　崇史様～気分高揚さあり、声高さや多動さが見られているが、他者トラブルなく経過。引き続き、精神症状の変動に注意し、担当医へ情報提供していく。

